
意見交換会報告書 

開催日時 令和８年４月１６日（木）午後６時３０分   終了：午後８時 

開催場所 山島コミュニティセンター 

対象団体 山島地区 

参加人数 １４人（青年部、ＰＴＡ、子供会） 

出席議員 撫子正、山本佳裕、中野進、大屋潤一、田代敬子、藤田政樹 

役割分担 
司会：大屋潤一、開会・閉会挨拶：藤田政樹 

意見交換 Ａ班：中野・山本・撫子 Ｂ班：藤田・田代・大屋 

意見交換会テーマ「少子化が止まらない 白山市に求めること」 

 

（意見１） 

 若者の出会いの場が少ない。大規模イベントや祭り等を活用したらどうか。 

 

（意見２） 

 不妊治療助成金の申請が難しい。書類を集める苦労があるが、その割に補助額が

多くないので簡略化し手厚い補助がほしい。 

 

（意見３） 

 こども園には保護者が仕事をしていなければ入園できない。預けられないから仕

事ができない。もっと柔軟な対応が必要。 

 

（意見４） 

 日曜日の小学生、保育園児の預け先がない。日曜日でも預けられる施設があれば

良い。 

 

（意見５） 

 第２子を出産して産休から育休に移行した時、第１子はこども園を退園しなけれ

ばならず、２人の子育ては大変だった。屋内の遊び場がほしい。 

 

（意見６） 

 少子化は止まらないので、人口を増やすようにすればいい。山島地区は農地が多

いので農地転用をして住宅団地を造り、人口増など子供が増える施策を創設してほ

しい。 

【意見交換会での担当班（議員）の回答】 

 国はコンパクトシティを推奨しており、大型造成は厳しいが、集落維持の造成は

認めている。 

 



（意見７） 

 金沢市に比べて子育て支援策が弱いと感じる。（金沢市は「かなざわ子育てすまい

るクーポン」が配付されている。） 

【意見交換会での担当班（議員）の回答】 

 白山市は１８歳までの医療費の無償化をいち早く実施している。 

 

（意見８） 

 関東から引越してきたが、関東は子供１人世帯が多いが、山島地区は子供２、３

人の世帯が多い。子供が少ないというより親が少ない。子供の人数はどうやって決

めたのか子育て世代への実態調査をしたことがあるか。匿名のアンケートを取って

みるべきではないか。 

 

（意見９） 

 白山市は子育てに関して課題はたくさんあると思う。必要なのは女性が仕事を続

けられる環境を作ることではないか。白山市にはジェンダーの問題がまだ残ってお

り意識改革が必要である。女性が仕事と子育てを両立させるには切れ目ない支援が

必要だと思う。 

【意見交換会での担当班（議員）の回答】 

 皆さんの意見を基に「我が家の子育て」という事例集を作ったら良いと思った。

孤立しがちな核家族の子育てのアドバイスになる。 

 

（意見１０） 

 山島地区は車がないと不便である。アパートや集合住宅もない。近くにスーパー

があると生活もしやすく子供も産みやすいのでは。 

【意見交換会での担当班（議員）の回答】 

 スーパーの誘致は都市計画が関係するので、まとまった人口がないと難しい。 

 

（意見１１） 

 社会保険の減額や消費税減税など、所得や手取りが増えると子供が増えるのでは

ないか。子供２人目からの補助を増額してほしい。 

 

（意見１２） 

 中学生のバス定期は１１月に申請して北鉄バスに支払うが、戻ってくるのは４月

以降になる。中学生が２人いるので一度の出費が大きいので大変。 

 

（意見１３） 

 ２㎞圏内でバス通学は認められてない。冬期間だけでもバス通学できないか。 

【意見交換会での担当班（議員）の回答】 

 制度的に見直す可能性はあるが、人とお金の問題もある。通学路要望を出せばよ

い。 

 



（意見１４） 

 山島地区から松任駅で電車に乗って通学する高校生だが、自転車で松任駅までは

遠い。めぐーるの時間帯を通学時間に合わせられないか。 

 

（意見１５） 

 自転車の購入補助、高校生の通学補助をしてほしい。 

 

（意見１６） 

 市内居住や近居、３世代同居への補助拡充をすればよい。（３世代同居なら５０万、

その他条件でプラス１０万円など） 

 

（意見１７） 

 松任総合運動公園の予約するのが大変である。仕事を休んで受付に並ばなければ

ならない。子供優先の時間帯を作ってほしい。 

 

（意見１８） 

 車で３０分もあれば金沢市や小松空港にも行ける。海があり山にも行ける。山島

地区は良いところといえる。 

 

 

 

 

 


